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甲状腺ホルモンの脊椎動物における作用（例）
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両生類での働き①
カエル目（無尾類） アフリカツメガエル幼生の変態

5ｘ10-8Ｍサイロキシン溶液で飼育 室温25℃

汲み置き水で飼育 室温25℃
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両生類での働き②
イモリ目（有尾類） アホロートル（メキシコサラマンダー）の変態

5ｘ10-8Ｍサイロキシン溶液(38.8 µg/L)で飼育すると、約2週間で変態する。
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